
Ⅱ 県内輸送の現況

Ⅱ－１ 旅客輸送の現況

本県の旅客輸送人員（自家用自動車を除く）は、令和３年度において山形県発

万人（前年比 ）、着 万人（前年比 ）となっている。

また、輸送機関別 県内発着流動ベース の分担率を見ると、令和３年度において自

動車（バス＋乗用車）が を占めており、鉄道は全体の となっている。

鉄道の輸送現況の目安である駅別乗車人員の推移を見ると、新型コロナウイルスの

感染拡大の影響により、令和２年度から令和３年度に大きく減少している。令和４年

度は回復傾向にあるものの、感染拡大前の水準には至っていない。

Ⅱ－２ 貨物輸送の現況

本県の貨物輸送トン数については、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、

令和２年度から令和３年度に減少している。令和４年度は、山形県からの発送ベース

では回復傾向にあるものの、山形県への到着ベースでは、回復傾向に転じていない。

なお､ 貨物の山形駅取扱いのコンテナ輸送は､東北中継地まで鉄路輸送を行って

いたが､平成 年 月以降移送手段がトラック輸送に変更されている。

また、仙山線経由の貨物列車は平成 年 月 日に漆山駅の取扱いが廃止、同年

月 日に蔵王駅の取扱いが廃止となり、本県では羽越本線以外から貨物列車が姿を

消した。（現在、山形オフレールステーション 山形市漆山 ）

平成 年 月 日から羽前水沢駅がトラック代行駅となり、羽前水沢駅～酒田港駅

はトラック輸送に変更となるとともに、羽前水沢駅の名称についても羽前水沢オフレ

ールステーションに変更された（貨物のみ。旅客はそのまま）。その後、平成 年３

月 日をもって羽前水沢オフレールステーションは廃止された。

図 11 ＪＲ貨物取扱駅図 

出典：（公社）全国通運連盟「鉄道コンテナ輸送ガイドブック」

Ⅱ－３ 鉄道の役割
本県における鉄道の利用は、モータリゼーションの進展等により､減少傾向を示し

ていたが、山形新幹線新庄延伸により増加に転じた。

対首都圏との人的交流の面においては､依然として鉄道による移動が大部分を占

めており、また県外及び県内の都市間輸送や通勤・通学等地域内輸送においても、

高速性･定時性･大量輸送などの鉄道の輸送特性が発揮されて、今後とも鉄道は重要

な役割を担うものと考えられる。

【山形県からの発送】 H30 R1 R2 R3 R4 R4/H30
63,792 64,242 57,218 50,475 60,990 0.96
(0.87) (1.01) (0.89) (0.88) (1.21)

65,155 61,537 52,655 57,410 57,211 0.88
(0.90) (0.94) (0.86) (1.09) (1.00)

128,947 125,779 109,873 107,885 118,201 0.92
(0.88) (0.98) (0.87) (0.98) (1.10)

【山形県への到着】 H30 R1 R2 R3 R4 R4/H30
68,592 66,192 60,358 57,729 57,904 0.84
(0.96) (0.97) (0.91) (0.96) (1.00)

37,347 37,491 34,196 32,644 31,625 0.85
(0.89) (1.00) (0.91) (0.95) (0.97)

105,939 103,683 94,554 90,373 89,529 0.85
(0.93) (0.98) (0.91) (0.96) (0.99)

（表１４　貨物取扱駅（施設別輸送量）より抜粋、表中（　）内は前年度比）

合計

山形オフレールステーション

酒田港駅

（単位：トン)

山形オフレールステーション

酒田港駅

合計

1.00

0.98

0.97

1.01

0.96

0.99

0.95

1.01

1.03

表５　主要線区の主な駅における乗車人数推移（年度）

表６　貨物取扱駅（施設）別輸送量の推移（年度）
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Ⅱ 県内輸送の現況

Ⅱ－１ 旅客輸送の現況

本県の旅客輸送人員（自家用自動車を除く）は、令和３年度において山形県発

万人（前年比 ）、着 万人（前年比 ）となっている。

また、輸送機関別 県内発着流動ベース の分担率を見ると、令和３年度において自

動車（バス＋乗用車）が を占めており、鉄道は全体の となっている。

鉄道の輸送現況の目安である駅別乗車人員の推移を見ると、新型コロナウイルスの

感染拡大の影響により、令和２年度から令和３年度に大きく減少している。令和４年

度は回復傾向にあるものの、感染拡大前の水準には至っていない。

Ⅱ－２ 貨物輸送の現況

本県の貨物輸送トン数については、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、

令和２年度から令和３年度に減少している。令和４年度は、山形県からの発送ベース

では回復傾向にあるものの、山形県への到着ベースでは、回復傾向に転じていない。

なお､ 貨物の山形駅取扱いのコンテナ輸送は､東北中継地まで鉄路輸送を行って

いたが､平成 年 月以降移送手段がトラック輸送に変更されている。

また、仙山線経由の貨物列車は平成 年 月 日に漆山駅の取扱いが廃止、同年

月 日に蔵王駅の取扱いが廃止となり、本県では羽越本線以外から貨物列車が姿を

消した。（現在、山形オフレールステーション 山形市漆山 ）

平成 年 月 日から羽前水沢駅がトラック代行駅となり、羽前水沢駅～酒田港駅

はトラック輸送に変更となるとともに、羽前水沢駅の名称についても羽前水沢オフレ

ールステーションに変更された（貨物のみ。旅客はそのまま）。その後、平成 年３

月 日をもって羽前水沢オフレールステーションは廃止された。
表６　貨物取扱駅（施設）別輸送量の推移（年度）

【山形県からの発送】 H30 R1 R2 R3 R4 R4/H30
63,792 64,242 57,218 50,475 60,990 0.96
(1.15) (1.01) (0.89) (0.88) (1.21)

65,155 61,537 52,655 57,410 57,211 0.88
(1.12) (0.94) (0.86) (1.09) (1.00)

128,947 125,779 109,873 107,885 118,201 0.92
(1.13) (0.98) (0.87) (0.98) (1.10)

【山形県への到着】 H30 R1 R2 R3 R4 R4/H30
68,592 66,192 60,358 57,729 57,904 0.84
(1.05) (0.97) (0.91) (0.96) (1.00)

37,347 37,491 34,196 32,644 31,625 0.85
(1.12) (1.00) (0.91) (0.95) (0.97)

105,939 103,683 94,554 90,373 89,529 0.85
(1.07) (0.98) (0.91) (0.96) (0.99)

（表１４　貨物取扱駅（施設別輸送量）より抜粋、表中（　）内は前年度比）

合計

山形オフレールステーション

酒田港駅

（単位：トン)

山形オフレールステーション

酒田港駅

合計

図 11 ＪＲ貨物取扱駅図 

出典：（公社）全国通運連盟「鉄道コンテナ輸送ガイドブック」

Ⅱ－３ 鉄道の役割
本県における鉄道の利用は、モータリゼーションの進展等により､減少傾向を示し

ていたが、山形新幹線新庄延伸により増加に転じた。

対首都圏との人的交流の面においては､依然として鉄道による移動が大部分を占

めており、また県外及び県内の都市間輸送や通勤・通学等地域内輸送においても、

高速性･定時性･大量輸送などの鉄道の輸送特性が発揮されて、今後とも鉄道は重要

な役割を担うものと考えられる。

図 11　ＪＲ貨物取扱駅図

表７　首都圏への鉄道・航空旅客輸送量の推移
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